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羽村市障害者計画、第６期羽村市障害福祉計画及び第２期羽村市障害児計画（案）の 

意見公募手続の結果について 

 

羽村市障害者計画、第６期羽村市障害福祉計画及び第２期羽村市障害児計画（案）の意

見公募手続を令和３年１月 15日から２月 15日まで実施し、５人の方から 21 件の意見があ

りました。受け付けた意見の要約と市の考え方をお知らせします。 

 

№ 受け付けた意見（要約） 市の考え方 

1 

P37 ３ 自立を支援する基礎づくり 

 支援者の高齢化により、障害のある人が、本人及び

その家族の相談に総合的な支援を望んでいます。窓口

を一つにしていただきたいと望んでおります。  

P37 の記載は「取り組むべき主

な課題」として整理したもの

で、障害のある方からの相談に

ついては「基本目標２安心して

サービスを利用できる仕組み

づくり（２）相談体制の充実」

に施策として整理しておりま

す。ここに記載のとおり障害の

ある方からの相談については

関係機関との連携を図り総合

的な相談体制の充実につなげ

ていきたいと考えております。 

2 

P55 障害者団体の支援（障害者団体の福祉活動の支

援を目的とし、その団体に対し、運営費の一部を助成

します。） 

 その団体の実績を毎年見直し、多くの団体に助成し

てください。 

  

障害者団体への助成につきま

しては「羽村市障害者団体運営

費助成要綱」に基づき実施して

おります。ご意見については今

後の参考とさせていただきま

す。なお、障害者団体への支援

につきましては、経済的支援に

限らず活動支援や相談支援等、

可能な方法により側面からサ

ポートしていく考えでありま

す。 

3 

P36 市内のボランティア団体による福祉活動の拡充

に向けて支援の方法を検討する。 

実際に具体的に資金援助や活動をサポートしてほし

い。 

P36 の記載は「取り組むべき主

な課題」として整理したもの

で、具体的には P54「施策の方

向性（３）地域ぐるみの協力体

制の整備」の主な施策①「ボラ

ンティア活動の支援」に掲げた

事業を通してボランティア活

動を支援してまいります。 
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4 

P76 P120 展示、販売の促進（社会参加を促進する

ため障害のある人の作成した製品を常時展示、販売す

るコーナーの設営） 

 是非、実現してください。家で絵を書いたり、手作

りしている方々の励みになります。そして、それを望

んでいます。福生プチひまわりのように当事者さんが

準備したり、販売したりと社会参加の練習にもなりま

す。（その場合、親かボランティアさんが一緒に参加

したほうが良いかと思います。） 

常設展示につきましては、展示

場所や方法も含め関係機関と

ともに検討をしていきたいと

考えております。また現在、障

害者週間に関連して市役所ロ

ビーで障害のある人の作品展

示を行っています。今後はこれ

を発展させる形でより多くの

方の展示が行えるかなどの検

討をしてまいります。販売につ

いても関係団体等の意見を踏

まえ検討していきたいと考え

ております。 

5 

P86 「親なき後」への備え（親なき後の自立した生

活ができるようにグループホームへの入居、体験の機

会および場の提供） 

 是非、お願いしたい。生活体験をしてみて様々な困

りごとが見えてくると思います。 

「グループホームの入所体験」

等、障害のある方の地域での生

活を支援する地域生活支援拠

点の整備については、地域自立

支援協議会等であり方の検討

をし、市内の居住支援機能及び

地域支援機能を担う既存施

設・事業所等による面的整備型

の拠点の構築を目指します。 

6 

障害者への理解、交流として 

ゆとろぎや福祉センターなどの喫茶でボランティア

活動として、本人および支援者が仕事を体験。市民に

も理解してもらえるし、自然な形で交流の場になるの

ではないかと思います。 

「基本目標１ともに生きる地

域づくり（２）理解と協力の促

進」に対するご意見として参考

とさせていただきます。 

7 

１）「展示・販売するコーナー」について 

 設置される「常時展示・販売するコーナー」ですが、

製品等を常時展示販売する「商店」のような形態だけ

でなく、テーマによって期間を決めて展示できる「ギ

ャラリー」のような形態のコーナーの設置も望ましい

と考えます。そうした展示コーナーは「施策の方向

（２） スポーツ、文化活動の促進 主な施策② 文化

芸術活動の充実」とも関連して、必ずしも「製品」と

して販売する目的で作るばかりでない、カルチャー活

動としての「作品」の展示も同じコーナーを活用する

ことができます。そして、展示だけが目的でなく販売

「基本目標５就労と社会参加

の支援の充実（１）雇用・就労

の促進① 雇用・就労の促進 

119 展示・販売の促進」及び

「（２）スポーツ、文化活動の

促進② 文化芸術活動の充実」

へのご意見として参考とさせ

ていただきます。 

常設展示につきましては、展示

場所や方法も含め関係機関と

ともに検討をしていきたいと
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も可能な場所設定であれば、「作品」を販売するとい

う「画廊」のような機能を持つこともできます。これ

は「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」

の第 3条「三 地域において、障害者が創造する文化

芸術の作品等（以下「障害者の作品等」という。）の

発表、障害者による文化芸術活動を通じた交流等を促

進することにより、住民が心豊かに暮らすことのでき

る住みよい地域社会の実現に寄与すること」でもあ

り、本市で実現できれば望ましいことであると考えま

す。 

  しかし、販売ということを考えると、販売に関わ

れるスタッフが兼務であっても常駐するする必要が

あり、市内の社会資源から考えると実現可能な場所は

多くは考えられません。まったく関係者の意図などを

考慮しないで言うとすれば、スマイルカフェのような

場所が望ましいと思います。あえて、他の可能性で言

えばコミュニティセンターや郷土博物館のロビーに

福祉カフェ併設で設置するというようなことも考え

られましょう。 

考えております。また現在、障

害者週間に関連して市役所ロ

ビーで障害のある人の作品展

示を行っています。今後はこれ

を発展させる形で多くの方が

展示できるかなど検討してま

いります。販売についても関係

団体等の意見を踏まえ検討し

ていきたいと考えております。 

8 

２）「福祉避難所」に関わる組織の設置について 

設置される「福祉避難所」は、行政的には障害者、高

齢者と区分される対象者が利用することになります

が、そこには少数であっても多様なニーズが存在する

ことが想定されます。また、福祉避難所の運営を当事

者ですることになっても大きな困難を伴います。そこ

で、災害時要支援者等を対象とする防災計画について

意見聴取や情報収集、さらには地域の組織化の促進を

図る組織を設置していただきたいと思います。 

福祉避難所については多様な

ニーズが想定されることは認

識しており、実際の運用につい

ては関係団体の意見も踏まえ

今後検討していくことになる

と考えております。ご意見につ

いてはこの運用を検討してい

く際の参考とさせていただき

ます。 

9 

全体的に、障害福祉計画と障害児福祉計画に該当する

部分が明確ではない。構成を見直した方が良いのでは

ないでしょうか。   

本計画は、前回計画（平成 30

年度～令和 2年度）からこの構

成で障害者計画、障害福祉計

画、障害児福祉計画の 3つの計

画を一体化して策定している

ものです。ご指摘のご意見につ

いては計画策定時に参考とさ

せていただきます。 
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10 

障害者は市役所へ手続きに行くのも大変である。市役

所窓口の手続きを自宅でできるようになると良いと

思う。        

「基本目標１ともに生きる地

域づくり（１）差別解消と権利

擁護③行政サービスにおける

合理的配慮の推進」に対するご

意見として、今後の参考とさせ

ていただきます。 

11 

基本目標４の施策１に「早期発見・切れ目のない支援

の充実」とあるが、「切れ目のない支援」は障害児全

体に対する概念であり表現として適切ではないので

は。 

ご指摘の意見については計画

策定時に参考とさせていただ

きます。 

12 

1.障害者の社会参加について 

(1)障害者も何らかの形で社会参加したい望んでい

る。是非制作した作品を常時展示・販売できるコーナ

ー（市役所・福祉センター・観光協会等）を設置して

ほしい。 

(2)市の公共施設（例えば福祉センターの喫茶いちょ

う等）でボランティア活動に支援者とともに参加させ

てほしい。又、できれば市役所内に福祉喫茶を作って

ほしい。自然な形で市民との交流と障害者理解になる

のではないかと考える。 

（１）No4 で回答したとおりで

す。 

（２）P54 主な施策①ボランテ

ィア活動の支援へのご意見と

して参考とさせていただきま

す。 

13 

2.障害者理解について 

学校の中でも、随時、福祉教育を続けてほしい。思春

期、中学生の頃は、精神障害の初発が多いと言われて

いる。講演会等で保護者・学校関係者等に啓蒙してほ

しい。早期発見・治療が慢性化、重症化の予防になる

と考えられる。 

学校における「障害者理解」に

つきましては、「基本目標 1 と

もに生きる地域づくり（２）理

解と協力の促進①福祉教育・学

習機会の拡充」に記載した事業

により推進してまいります。 

14 

3.生活支援について 

親なき後の自立の一つとして希望者にグループホー

ム等での生活体験をさせてほしい。 

No5 でお答えしたとおりです。 
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15 

4.仕事について 

福祉就労の賃金が最低賃金より大幅に少ない。毎日通

所しても経済的な自立は難しい。公的な支援がほし

い。又、是非ともＡ型の作業所をつくってほしい。 

福祉就労の賃金については各

事業所の判断によるものと考

えております。市としては「基

本目標５（１）雇用・就労の促

進」において、各事業所の企業

からの受注促進及び授産製品

の販路拡大への支援を行うこ

とにより、各事業所の工賃向上

につながるきっかけづくりの

支援をしてまいります。 

Ａ型作業所のご意見について

は参考とさせていただきます。 

16 

1.共に生きる地域づくり、自立を支援する基盤づくり 

・家族を包括的にとらえ、地域で安心して生活が続け

られるように支援の質が落ちないように継続してほ

しい。 

介護者が突然の事故等で動けなくなったとき、高齢福

祉と障害福祉と連携し、高齢福祉のケアマネージャー

や、障害福祉の相談員は、その家族を包括的にとらえ

ることができるようにしていただきたい。精神障害を

もつ場合、障害サービスを使っていなくて精神の訪問

看護事業のみを使っている人もいます。障害関係の計

画相談員がいない場合があります。ケア会議には訪問

看護保健師、そして、家族、当事者の参加を呼び掛け

てほしい。精神の訪問看護は高齢の訪問看護と異な

り、生活の様々な見守りの中で、精神障害を持つ人の

症状（日により波がある。眠れていない。起き上がれ

ない。返事ができない。尿失禁で蒲団がびっしょりし

ていたり等）を理解していて、コミュニケーションが

取れる。 

・介護保険と障害サービスを選択できるように 

65 歳になったら介護保険ありきでなく障害のサービ

スも選択できる様にしてほしい。 

障害のある方からの相談につ

いては、P58（２）相談体制の

充実①各種相談体制の充実に

記載のとおり、必要に応じて関

係機関と連携を図り障害福祉

サービスの利用支援等を行っ

ております。 

介護保険と障害サービスにつ

いて 65 歳到達後は、基本的に

介護保険が優先されますが、本

人の特性や必要性を踏まえ、介

護保険に無いサービスについ

ては障害サービスの利用は可

能であります。今後もサービス

の円滑な移行に努めてまいり

ます。 
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17 

2.理解と協力の促進 

福祉教育の充実 

統合失調症は 100 人に一人はかかる当たり前な病気

で、治療環境、生活環境等を調整すれば、症状に振り

回されずに、地域生活が送れる障害です。また、精神

障害を持つ人も家族も自分の生きつらさを話すこと

ができる人が出てきた現在、教育の場、民生委員会の

場等の講演会の講師として、また、色々な機会を使っ

ての交流の場を使っていただきたい。 

障害者理解 

それぞれの障害をお持ちの方の生活のしずらさの理

解が大切です。家族や当事者の生きつらさがわかる雑

誌「みんなねっと」公益社団法人全国精神保健会連合

会出版の行政関係機関での購読をお願いしたい。 

福祉教育の充実について、学校

教育に関する意見につきまし

てはNo.13でお答えしたとおり

です。その他のご意見につきま

しては、障害者週間に実施する

講演会等の参考とさせていた

だきます。 

障害者理解については「基本目

標１ともに生きる地域づくり

（２）協力と理解の促進」によ

り取り組んでまいります。ご意

見については参考とさせてい

ただきます。 

18 

3.障害者団体の支援 

精神疾患は思春期の発症が多い中途障がいです。初め

て精神疾患の病名を聞き、当事者も家族も戸惑いま

す。どのように現状を受け止め折り合いをつけて生き

ていけばいいのか、そのような状態の家族にとって家

族会の活動は大切なものです。安定した運営ができる

様助成をお願いしたい。 

P55 主な施策②障害者団体の育

成支援へのご意見として参考

とさせていただきます。なお、

障害者団体への支援につきま

しては、経済的支援に限らず活

動支援や相談支援等、可能な方

法により側面からサポートし

ていく考えであります。 

19 

4.安心してサービスを利用できる仕組みづくり 

経済的支援を 

これからの大切な情報手段であるスマホを安心して

利用できるよう、経済的支援が欠かせません。薬が常

時必要な精神障がいを持つ場合、他疾患もかかりやす

くなります。障害者医療費助成制度（マル障）を精神

障害者手帳 2級所持者にも広げてください。また、経

済的支援として、他障害に出ている福祉手当を精神障

害手帳所持者に適応してください。 

障害者医療費助成制度（マル

障）については東京都の制度と

なります。その他は「基本目標

３自立を支援する基盤づくり

（１）地域生活を支えるサービ

スの充実②経済的支援」へのご

意見として参考とさせていた

だきます。 
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20 

5.日中活動の充実 

事業所利用の中断した人の調査をし、必要に応じて働

きかけをお願いします。 

地域活動支援センターや就労継続事業所等の利用中

断になっている人へ訪問をして、現状を把握するよう

にして、事業所内の環境調整も入る働きかけをしてほ

しい。そして、アウトリーチサービス等多職種が連携

し訪問するサービスを作って欲しい。 

事業所利用を中断されている

方への働きかけについては関

係機関の連携強化により対応

が可能と考えております。な

お、本計画において、障害のあ

る人全般に対し関係機関が機

能的に連携し障害のある人の

地域生活の支援を行う地域生

活支援拠点の面的整備型の拠

点の構築を目指しています。 

21 

6.就労と社会参加の支援充実 

市役所内実習事業 

精神の障害を持っている方たちは様々な個性が豊か

な人です。字がきれいな人、記憶力が並外れて良い人、

空間把握が得意な人、歴史資料館の説明が得意な人

等々それぞれの特性を見つけられる市役所実習にな

ればその後の就労にもつながりやすいです。また、実

習には、市役所内の働いている公務員の方たちも学べ

る機会になってほしい。ゆとりを持ち、休憩時に他の

公務員の方たちと交流をし、精神の特性である、常時

の服薬の必要性、易疲労性、緊張性、波があることを

理解し、症状はその人のほんの一部であることを理解

していただきたい。 

市役所内実習事業については、

就労支援センターエールと共

同で参加者の障害特性を考慮

したうえで実施しております。

ご意見については今後の事業

の参考とさせていただきます。 

 


